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はじめに

　私は造園家でして、皆さんのお役に

立てるお話ができるか、少し不安です

が、造園家がどう考えているかをご理

解いただき、提案として受け取ってい

ただければと思います。

　東京農業大学［以下、農大］は

2011 年に 120 周年を迎えました。か

つては農学だけの単科大学でしたが、

私の学長時代までに、3キャンパス 21

学科になりました。狭い意味での農学、

例えば作物学や園芸学、畜産学だけで

したら、21 もの学科にはなりません

し、今の大学の維持は困難です。その

ため生物系のベーシックなサイエンス

を基にしながら社会のニーズに応える

スタンスで、視野を広げ、例えばバイ

オサイエンス学科や国際バイオビジネ

ス学科などを創設してきました。これ

に対して、規模が拡大して、困ったも

のだと言う方もいます。

　しかし、農学は応用の学問ですから、
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社会や地域のニーズに応えて変革しつ

づけてこそ存在意義があるわけです。

普遍的一般解を追求する純粋科学では

ないのでノーベル農学賞はありえませ

んし、土木学も同様でしょう。応用分

野では地域を限定して掘り下げる仕事

をしています。

　私の専門である造園は、文明より文

化を扱う。古代エジプトから西洋また、

中国の庭園まで 3000 年の歴史があり

ます。しかしイタリア式庭園、スペイ

ン式庭園、あるいは近世のイギリス風

景式庭園、すべての様式に国や地方名

がついています。これが芸術運動でし

たら、バロック、印象派などある種の

思想集団ができます。それに対して造

園はローカルなんです。ノーベル賞の

対象である普遍性を追求する医学や物

理学ではない。ローカルには普遍的で

はないことがもっとも重要で、普遍化

しすぎると地域の要求や造園に求める

文化性に応えられなくなってしまいま

す。

　皆様の現代土木は、あまりにも普遍

化し過ぎたと思います。日本の隅々ま

で同じような基準をつくり、それに基

づいて進めるのは、造園というローカ

ルな立場から見ると、やり過ぎではな

いかと感じています。もっとも、だか

らこそ世界に進出できているのでしょ

うけれど。

「安全」と「安心」、
市民感覚でのギャップ

　昨日、農大の後輩の教授が来て、21

学科に加えて 2014 年から食品安全学

科をつくると自慢していました。お土

産を持ってきましたが、その食品にい

ろいろな人工甘味料や保存剤が入って

いました。これでは「食品安全学科」

でしかなく、「食品安心学科」にはな

らない。

　研究者は基準値を設けて、その基準

以内の添加物であれば問題ないと考え

ます。かつて農薬問題が激しく批判さ

れたときに、その議論に私は参加した

ことがあります。その際、農薬の研究
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者が大学や研究室に多くいて、農薬の

絶対安全性をしきりに言っていまし

た。私は化学会社の研究所にいた時期

があり、そのころは水銀を平気で扱っ

ていました。他にもアルデヒド系の有

害物質も実験で平気で扱っていまし

た。こうした危険な物質を扱うことに

プロは慣れてしまい、鈍感になりがち

です。

　高学歴社会、高齢社会というのは、

専門家がやっているから、専門家に任

せれば安心、とはいかなくて市民や国

民自らが判断しチョイスする非常にセ

ンシティブな社会です。

　これが強烈に表れたのが、2011 年

の東日本大震災以降です。特に原子力

問題への反発が大きかったのですが、

土木に対してもそうだと私は思いま

す。防潮堤を今までの何倍に高くすべ

きかというだけでは納得できません。

必要な高さは地域によって違うはずで

すし、海岸林との組み合わせや街の再

建とワンセットでトータルデザインを

提案しなければ納得されないでしょ

う。「安全であればいい」は、専門家

の言い分。市民や国民は「安心」を求

めています。

　本講演での私の最大のメッセージ

は、「安全の土木から安心の土木へ」

です。先ほどの国土技術研究センター

が設立 40 年というお話の中で、いろ

いろ戸惑った時期があるというのは、

その安全と安心のギャップ、市民意識

や国民意識と専門家とのギャップだっ

たのではないかと思います。専門家は

専門知識に基づいたしっかりした説明

をする責任があると思います。

　大石さんの本がすばらしいのは、こ

の点です。日本の国土の特性をデータ

で語っておられる。読んでいない方は

ぜひ読んでいただきたい。データを

しっかり示していけば、公共事業は景

気や建設業者のためだという議論は起

こらないはずです。

ランドスケープと造園－
landscape architecture の

翻訳語が造園

　私の専門はランドスケープ・アーキ

テクチュアという、建設界ではマイ

ナーな存在です。「ランドスケープ」

より「造園」が使われてきました。皆

さんは、ランドスケープと造園は別と

思われるかもしれませんが、私たちは

まったく同義でつかっています。まず

は言葉について。

　Landscape architecture は、150

年くらい前にできた新しい言葉です。

landscape という言葉そのものは古

くから風景画の世界で使われておりま

したが、それに architecture（建築）

を付けて新しい職能を確立しようとし

たのが、フレデリック・ロー・オルム

ステッド［Frederick Law Olmsted

　1822‒1903］です。彼はニューヨー

クのセントラルパークを設計しました

が、その際、従来のガーデナーとは異

なる性格の仕事とはっきり自覚して、

landscape architects という新し

い職能を名乗ります。ドイツ語ではラ

ントシャフト Landschaft、フラン

スではペイザージュ paysage です。

　日本では、architecture（建築学）

は家をつくる学、造家学としてスター

トしました。東京駅を設計した辰野金

吾［1854‒1919］は造家学者でした。

architecture に家を当てたのに対し

て、landscape architecture に は

園を当てて造園学としました。

　しかし造家学は、十数年で建築学に

名前を変えます。改名については土木

界でも随分議論があり、本質論から変

えなくていいという意見もあれば、変

えたほうが受け入れられるのではとい

う意見もありました。

　建築界はさっさと改名し、丹下健三

［1913‒2005］や黒川紀章［1934‒2007］

のようなスターを誕生させました。

　韓国ではlandscape architecture

をそのまま訳し造景学としたわけで

す。日本でも初期、景園学と呼んだ人

もいました。いま中国では風景園林と

いう言葉を使っています。風景はラン

ドスケープですし、園林は昔から造園

技術を意味します。中国では公共事業

の公園緑地部門を園林局といいます。

　これで「ランドスケープ」も「造園」

も同じだと理解されたと思います。

都市文明の人工化と
バランスをとるためのランドスケープ

　landscape architecture と い う

言葉をつくったオルムステッドは、都

市の無方針な成長と産業化による環境

の人工化が問題になるだろうという文

明論を展開しました。そして、問題解

決を果すべき職能として landscape 

architects を位置づけました。

　産業革命によって工業が盛んになっ

て、都市がどんどん広がって肥大化す

ると環境の人工化が進む。それは生物

としての人間にとって大問題だと感じ

た彼は感受性が高かったのでしょう。

ニューヨークの人口がまだ 60 万だっ

た 150 年 前 に、800 ｍ × 4000 ｍ の

320ha の公園（セントラルパーク）を

設計し、初代所長として完成させるわ

けです。

　当時のニューヨークは人口もわずか

で、産業化による環境の人工化は微々

たるものです。人がたくさん住んでい



22 ● JICE REPORT vol.24/ 2013.12　　　

たのは南のウォール街ぐらい。

　マンハッタンの北西部、現在のセン

トラルパーク周辺は荒れ地でした。

貯水池がすでにあったのですが、周り

は荒れてゴミ捨て場になっていまし

た。そこをイブニングポストの新聞記

者で主筆、ブライアント［William 

Cullen Bryant　1794‒1878］が、そ

ういった場所にこれからは公園をつく

るべきだと提案します。

　オルムステッド自身もイギリスに旅

行するなどいろいろな経歴を持ってい

る人でした。例えば赤十字運動や南北

戦争、奴隷解放と、いろいろに参加し、

社会性を持っている農業技術者でし

た。彼は、当時の状況、都市の無方針

な成長や産業化による人工化が問題だ

として、それを緑地でバランスさせよ

うとしました。

　彼はパストラル［pastorale　田園］

という言い方をしました。田園によっ

て救われるという考え方で、キリスト

教的な一面もあると思います。しかし、

大局的にみれば、人間とはそういうも

のです。

　ベルサイユ宮殿を造ったのがルイ

14 世［Louis XIV　1638‒1715］、 孫

のルイ 16 世［Louis XVI　1754‒93］

からもらったプチトリアノン宮に付属

する小さな庭園にアモーという農村風

景を再現し自分用の牧場を開いたのは

王妃マリー・アントワネット［Marie 

Antoinette 　1755‒1793］です。彼

女は召し使いたちと乳をしぼったり、

チーズをつくったりして田園暮らしを

しています。彼女は浮気ばかりして遊

んでいたことにされていますが、まさ

しく田園趣味の人でした。

　水戸光圀［徳川光圀　1628‒1700］

は晩年、蓮池があり、山が背後にある

背山隣水の地を桃源郷になぞらえ、そ

こに西山荘を営み、晴耕雨読の生活を

楽しんでいます。桃花源の記の陶淵明

［陶淵明　365‒427］はじめ中国の詩人

たちも同じです。人生の最後は田園

に戻るわけです。そういう意味で、パ

ストラルがテーマの公園が、セントラ

ルパークです。

　のちにA. ファイン［Albert Fein］

はオルムステッドの考えを斟酌して、

landscape architects に不可欠の

能力として、scientifi c farmer（科

学的な百姓）と social planner（社

会計画家）の 2つをあげています。簡

単に言えば、scientifi c farmer とは

自然のことを科学的によく知っている

こと、social planner とは人間と、

社会はいかにあるべきかを考え、社会

的ニーズを実現する能力があることで

す。

　オルムステッドが提唱したランドス

ケープには、人間も生物の一員である

とする考えがベースにあります。そし

て、都市が人工化していく20世紀文

明に対して警戒心を持ち、この人工化

とバランスをとるために、ランドス

ケープという、土地や自然に注目をし

なければいけないと強く考えたので

す。

地域で異なる造園のデザイン―
中近東は噴水、東洋は滝

　「ランドスケープ」と「造園」は、

意味は同じですが、イメージは少し違

うでしょう。造園は古代エジプト以来

ずっと人間の歴史とともに、世界中に

あります。しかも、先述のように各国

の国名・地名を冠したガーデンスタイ

ルができています。それはまさに造園

がその土地の地域性を踏まえて行われ

たことをあらわしています。

　砂漠地帯の造園、例えば噴水は砂漠

の中のオアシスのわき水に由来するの

で、噴き上げるわけです。昔はポンプ

アップしたりできませんでした。中近

東のイスラム庭園やペルシャ庭園のパ

ティオの噴水は、砂漠のオアシスが原

風景です。

　一方、モンスーンの東洋では雨が

降って、滝となって落ちます。土木界

の先達デ・レーケ（Johannis de 

Rijke　1842‒1913）が日本の川は滝で

あると言いました。重力に則して上か

ら下に落ちる。これが日本の水の原風

景です。

　このようにそれぞれの地域に、その

地域ならではのランドスケープスタイ

ル、ガーデンスタイルができてくるわ

けです。

　それから、時代によって誰のための

ガーデンか違います。エジプトはじめ

古代は、神殿もしくは国王や皇帝に奉

仕するのが造園（gardening）でした。

中世には、地方の領主や貴族のカント

リーハウスのための庭園となります。

ランドスケープ・ガーデニング

（landscape　gardening）といいま

す。

周りを囲って一つのミクロコスモスを

つくるガーデンから、視野を外に広げ

外を取り込んだランドスケープ・ガー

デニングへ移行したわけです。

　そして 150 年ほど前から、オルムス

テッドが提唱したランドスケープ・

ア ー キ テ ク チ ュ ア（landscape 

architecture）へすすみ、市民に奉

仕する近代造園技術を目指します。土

木技術がミリタリーからシビルエンジ

ニアリング（civil engineering）に

向かっていくのと同じではないでしょ

うか。
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造園の本質は
ガーデン（garden）にあり

　このように主体は神仏、皇帝、貴族、

市民へと変化しますが、造園の本質は

ガーデンにあります。ガーデン

（garden）はガードする、防衛する、

守る、安全にするという意味の gan

と、エデンの園の eden が合わさった

言葉です。エデンには、悦びとか、愉

しみという意味、心からの悦びです。

　動物学者のデズモンド・モリス

［Desmond Morris］は、庭園とは囲

まれた安全な世界、動物が自分の命を

守るようにガードされている場所。そ

して、庭園の水、魚や鳥、果実、それ

は全て食料の象徴だと言っています。

Eden や Garden は、J.Appleton の

いう、「生きられる景観」ということ

です。

　安全で、しかも食料、水があって生

きていける空間。これは生物としての

人間が生きられる基本条件を満たす場

所です。Eden は理想境を表す言葉に

なっているのでキリスト教世界におけ

るエデンの園となります。仏教におけ

る極楽浄土も同意です。古代ギリシャ

ではアルカディアと呼び、中国人は桃

源 郷 と 言 い ま し た。 ハ ワ ー ド

［Ebenezer Howard　1850‒1928］は

garden city［田園都市］を目指した

わけです。

日本の庭園と造園は、
地場材・自然材で地域らしさを醸します

　次に、スケールの小さい庭園の話を

します。庭園は美しさを洗練させた造

園の一領域ですが、その中で日本庭園

は独特の発達の仕方をしました。

　囲って敵から守って空間を独立させ

るのは同じですが、その中の理想像を

日本では神仏世界をモデルにしたわけ

です。古代日本にはアニミズムがあっ

て、自然の石や木に神を感じ、磐境、

磐座、神籬を祀りました。

　さて、土木分野の方にお聞きします。

自然の素材を、野蛮で遅れていると思

いますか。それは、神やシンパシーを

感じる人間にとってすごく大事で、意

味ある材料だと思いますか。コンク

リートは万能の素材で、形も強度も自

由になります。すべてのものに応用で

きるという意味では確かに文明的で

す。しかし、文化の面から見るとどう

でしょうか。

　そこの土地独自の素材は、コンク

リートとは別の味を持っています。日

本には京都のように変成岩帯が発達し

ていて、味わい深い見事な庭石が産出

します。盆石という趣味さえあり、石

の中の模様を菊の花にたとえたりする

わけです。これは強度としての素材で

はなく、美の対象としての石です。

　また御影石。瀬戸内海地方の花崗岩

地帯は御影石とマサ土の白砂青松の風

景が見事です。岡山後楽園は花崗岩の

庭石と間知石がなければ成り立ちませ

ん。後楽園と桂離宮では雰囲気から石

のつかい方まですべて違う。同じ時代

の庭園でも地方によって全く異なりま

す。

　岡山後楽園は津田永忠［1640‒1705

か 1707］という土木家が造成しまし

た。護岸を間知石で積んだ見事な水工

です。起伏がない地形の中に、水の流

れを一筆書きで全園を巡らしていま

す。このように土地条件によって異な

る手法や自然材を生かすのが日本庭園

の特徴です。

さびの美とは、
歳をとる美しさ、時間がたつ美しさ

　日本庭園の特徴のもう一つは時間

（歴史）の重視です。わび、さびとい

う言葉。美学者はいろいろ解釈してい

ますが、私は「時間の美」すなわち「エ

イジング、Aging の美」だと考えて

います。建設業の多くは現在つくりあ

げて機能を提供した完成時が最高で、

あとは劣化していくという考えです。

そのため、アンチエイジングという概

念さえ出ていますが、私はそう思って

いません。むしろ時間の経過で風化す

るものも美と感じる美意識があると言

いたいのです。

　石は風化して苔むすと、味わいが出

ます。御影石の中の鉄分が表に出て、

表面を酸化鉄で覆った味わいが鞍馬石

という庭石の価値です。一流の料亭で

見られるように、沓脱石や飛び石など

しっとりとした黒に近い茶色で、本当

に味わいの深い色が出ていて、これを

「さび（然び）た味」といいます。鉄

の銹びとある意味では同じです。銅は

緑青になります。それぞれ時間が経つ

と酸化して、味わいを深くしていくの

です。

　ものの本質が時間の経過とともに表

に現れることをしか（然）び。音変し

てさ（然）びとなります。これが私の

言う「さびの美」です。花崗岩の中の

鉄分が表面に出て酸化して膜をつく

り、大谷石は風化してミソ［黒茶の斑

点］の部分が空洞化してぼろぼろにな

ります。それはそれでいいという美意

識や雰囲気を、例えば日本民芸館に行

くと皆さんも納得できるでしょう。

　材料は、強度だけが重要ということ

ではなく、変化や劣化も味わいとして

大事だということです。
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　われわれ自身がそうです。私も 70

歳近くなって、しわやしみが出ていま

す。これも「さびの美」だと思えば魅

力のひとつにできます。生き物は成長

過程で、体力は落ちるが代わりに記憶

力や協調性は伸びるといったように、

世代で魅力のポイントが変化していき

ます。それを生理的なパワーだけで評

価するのはナンセンスです。

　毛沢東［1893‒1976］が「老中青三

結合」を唱えましたが、老人には老人

の、中年には中年の、青年には青年の

よさがあります。さびの美は老人の美

なんです。

　能舞台に描かれている影向松から

は、風雨や風雪に耐え、どっしりと根

を張った時間の美を感じます。そこに

神が降臨するのです。正月には新鮮な

生命力を感じようと、真っすぐ伸びた

若松をシンメトリ［左右対称］に玄関

口に立てます。元気いっぱいの若者の

美はシンメトリです。でも、老人のは

バランスの美です。

　ものは成長し、あるいは年を経るこ

とで変化していく。その変化の味わい

がまた別の価値を生みます。日本庭園

では、それを最大限に尊重しています。

空間の美ばかりを追いかけるデザイ

ナーの世界とはひと味違う時間美を大

切にします。

　私は、さびの美を外国人にはエイジ

ング、aging の美、歳をとることの

美しさ、時間がたつことで醸される美

しさと説明します。イギリス人はそれ

をウェザード、weathered の美と言

います。白木の木材が風雨にさらされ、

真っ白だったのが灰色がかっていくの

をweathered の美といいます。彼ら

も時間の美を感じているようです。

　ただ、日本は高温多湿な気候なので、

より時間の美が加わりやすい環境で

す。例えば安い石灯籠も、米のとぎ汁

をかけておくと間もなく苔が生え、何

十年もたった灯籠に見えます。灯籠の

笠のわらび手をわざと割って苔を付け

ると、何百年もたったように感じます。

時間美の商品化技法です。テレビ番組

の「開運！なんでも鑑定団」も同じ

Aging の美を競っているのです。

　「景観十年風景百年風土千年」は、

土木工学の竹林征三さんが提案してい

る言葉です。似た言葉が、中国には昔

からあって「樹木十年樹林百年」とあ

ります。戦後日本は時間でものを見る

という観点が相当欠けてきたと思いま

す。長期的展望を持って国土をどうす

るのか考える時間感覚を持ちたいもの

です。

　これは紛れもなく選挙のせいだと私

は思っています。4年に 1回、場合に

よってはもっと短期に解散するわけ

で、政治家もマスコミも長期的展望を

避けて目先の話題をとりあげるからで

す。

　日本の芸は本来は時間、歳をとった

ひとの凄さを追求したものです。私は

学生時代、詩吟部に入りました。新入

生は若くていい声なのに、みんなまず

喉を嗄らさせるんです。大声をあげて、

のどを傷ませ、年寄りの声にします。

そうして初めて味のある声になってい

くんです。これも日本文化の一つです。

時間の変化、移ろいを味わおうとする

傾向も一般的です。新緑、深緑、紅葉、

落葉に敏感です。

桂離宮と庭園―
洪水対策のための竹林と竹垣

　桂離宮の中央には古書院、中書院、

新御殿と御殿が並び、その東側に池が

あります。敷地の東側を流れるのは桂

川です。その上流は保津川で、嵐山で

は大堰川、そして桂川となり、淀川に

入ります（写真1）。

写真 1　竹林で囲まれた桂川畔の桂離宮

　注目していただきたいのは、桂離宮

の桂川と接する周辺が、ほとんど竹林

であることです。今は堤防で守られて

いますが、かつてこの一帯は洪水常襲

地帯でした。そのため、この竹林は水

制工だったと私は思います。

　桂離宮は八条宮智仁親王［1579‒

1629］が別荘として造営に着手しまし

た。彼は初め、秀吉の養子になりまし

たが、秀吉に実子が生まれたことから、

八条宮家が創設され、その初代となり

ました。

　立地は、月の名所の桂の里で最高な

のですが、造営にあたって洪水からど

うやって守るか考えざるを得ません。

一つは、生きた竹を使った垣［桂垣］（笹

垣）で、水がぶつかっても、その強烈

な勢いをそぐようにしました。この笹

垣があるのは桂離宮だけです。内側は

写真 2のようになっています。

写真 2　桂離宮の笹垣の裏側
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　竹は鉈を入れても、繊維はそのまま

生きています。この竹の性質をうまく

利用し、先端の穂や葉の部分を編み込

んで竹垣にすると、美しさと同時に、

水の勢いを治める役目も果たします。

この竹垣が川沿いにずっと続いてるわ

けです。

　次は高床の御殿で、水屋のように高

床にして洪水に備えているわけです。

洪水来襲には先ず竹垣によって水の勢

いを止め、ひたひた来る水につかって

もいい高床式になっている。実際その

ように機能した証拠として、茶室の笑

意軒の壁に細いしみの線が残ってお

り、間違いなくここまで水が上がって

いたことがわかります。美しい建築の

典型である桂離宮の景は、洪水対策と

いう用を十分に考えていたのです。

西湖―
洪水対策の浚渫事業を
美しい風景づくりに昇華

　次は中国の造園についてです。蘇州

には世界文化遺産になった名園がたく

さんあります。もう一つ名所が集まっ

ている世界文化遺産が、南宋時代に臨

安と呼ばれる都だった杭州です。城壁

があり、その外の自然と湖水が、杭州

の西に当たることで西湖と呼ばれま

す。はげ山に囲まれているので、雨が

降ると湖には泥が入ります。そのため、

この湖の底は絶えず上がって、少し雨

が降ると洪水になります。地方長官と

して赴任した白楽天［白居易　772‒

846］や蘇東坡［蘇軾　1037‒1101］の

仕事は、この西湖の浚渫事業でした。

　日本では公共事業で洪水対策を各地

で進めていますが、洪水対策だけに終

わっていると思います。西湖で私がす

ごいと思うのは、それで終わらせず美

しい風景づくりにつなげている点で

す。浚渫した泥を岸辺まで船で運んで

埋立ると時間がかかります。だから発

生した場所近くで泥を固め、堤や島に

する。蘇東坡は後、蘇堤とよばれる堤

をつくります。その上は通れるように

なっていて湖の対岸をつなぐバイパス

となっています。蘇堤は約１年で完成

させています。白堤は孤山という自然

の島とをつなぐ堤ですが、途中に断橋

という橋を架けています。

　こうして杭州西湖の湖中、湖辺に

次々人手が加わり、ついに美しい風景

ができていきました。洪水対策のため

の浚渫事業が契機ですが、併せて交通

対策のバイパスになるように堤をつく

り、堤に木を植えて緑化対策もしてい

る。内水面漁業のための舟が動けるよ

う架橋し、周囲の丘の上には景観対策

で塔を立てる等します。このようにい

ろいろな観点から多面的に事業を進め

ることにより、今では年に 7,000 万人

の観光客を集める世界的なリゾートに

なり、2011 年に世界文化遺産にもな

りました。

　その西湖景観のベストテンが、西湖

十景です。その一つ、夕日の風景がい

い雷峰の夕照には雷峰塔が建っていま

す。また、三潭印月は、湖の中に島が

あり、その島の中に湖があるので湖中

島在り、島中湖在りと言っています。

浚渫の泥土をドーナツ状に捨てて出来

ただけですが、そうやって一つずつ絵

になる風景をつくっていきます。そう

なると、画家が絵を描き、詩人が詩を

詠んで、全国的に有名な美しい風景と

なります。ついに西湖を、清の皇帝、

康煕帝［1654‒1722］や乾隆帝［1711‒

1799］が北京からわざわざ見に来るほ

どになりました。

　そうすると日本も西湖をまねして庭

園をつくります。例えば旧芝離宮庭園。

大久保忠朝［1632‒1712］の庭、楽寿

園が元ですが、ここにも西湖十景の西

湖堤がつくられます。小石川の後楽園

にも、広島の縮景園にも、紀州和歌浦

の養翠園に西湖堤ができます。江戸城

にあった西湖之間という部屋には、西

湖風景が描かれていました。白楽天の

詩集である白氏文集は全部日本に伝

わっていましたし、西湖図志など絵画

集も数多く輸入され、江戸時代の大名

の教養になっていました。岩国の錦帯

橋も西湖十景の蘇堤の橋をモチーフに

しています。

環境のよさを五感で受け止める
八景式・十景式風景観

　西湖十景のひとつ、三潭印月の潭は

深いという意味ですが、湖水の深さは

平均で 2ｍもありません。雨が降ると

あふれるので、湖底の泥を常に浚渫を

しなければならなかったわけです。三

潭印月も月がテーマですし平湖秋月

も、秋の月を眺める名所です。

　西湖十景は、蘇堤春暁、断橋残雪、

三潭印月、南屏晩鐘、雷峰夕照、曲院

風荷、柳浪聞鴬、花港観魚、平湖秋月、

双峰插雲の 10 カ所です。

　南屏晩鐘は、南屏山の麓にある浄慈

寺（浄慈禅寺）の鐘の音がテーマです。

曹洞宗の開祖、道元が修行したお寺で

す。この寺の鐘は［清の時代に］焼失

しますが、［1986 年に］永平寺の信者

たちが新しい鐘を寄付しました。

　十景とか八景の風景観は、とても意

義深い考え方を含んでいます。前の 2

文字は場所性をあらわします。いろい

ろな場所に注目して変化を楽しみま

す。雷峰は峰、断橋は橋、南屏は山で

す。曲院は醸造所で、役人が飲むため
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の自前の酒づくり所であり、麹のいい

香りがします。風荷は蓮で、これもい

い香りです。昨今アロマセラピーが盛

んですが、これは香りの風景です。

　南屏晩鐘はサウンドスケープです。

耳で聞こえる環境のよさ、音の美しさ

を味わうわけです。柳浪聞鴬は柳の下

に波がちゃぷちゃぷ来ていて、そこで

鶯が鳴く。本当に鳴きます。初めての

とき、私はどこにスピーカーがついて

いるかと思って探しました。現代日本

人はいかに機械文明に汚染されている

かということががわかる。ほんとうに

本物の鶯が鳴いているのです。十景の

風景は全部リアルな風景です。

　場所の違い、状況の違い、耳で聞こ

える音、目で見る水や魚や鳥の風景、

動物も植物も天然の現象です。春夏秋

冬も、月も太陽も夕日もそうした情景

の全部を味わう。環境のよさのすべて

を味わうというのが、八景式、十景式

の風景観なんです。

　環境のよさを全身で受け止めて画題

とし、詩題とする感性がかつての中国

人にはあった。それが中国の文化人

だったのです。そうしたセンスがなけ

れば科挙の試験は受からなかった。詩

歌を詠み、絵を描くのは教養の基本。

西湖は詩になり絵になる風景だったの

です。その詩や画が数多く日本にもた

らされ、それを手本に全国各地に西湖

の縮景による大名庭園がつくられたわ

けです。

　私は中国人の優越性を言っているわ

けではありません。本来、人間は時間

つまり歴史を重ねると味わい深い存在

になるものです。つまりは、これから

の日本のことです。高度成長から低成

長になって成熟社会に向うということ

は、お金はそんなに使わずとも、時間

をかけながら環境のすべてを身体で感

じ、それを表現していくような社会に

していくべきだと思っています。

実用的な対策に加えて、
絵になる風景づくり目指す

景観対策も

　さて、もう一つは用と景の話です。

洪水対策で築堤し、同時に交通対策で

両岸をバイパスで直結する蘇堤が、西

湖にあります。蘇堤だけでなく、楊公

堤も道路に何本もつながっています。

内水面漁業があるので、漁師が往来で

きるようにアーチ橋群もあります。舟

運に対し陸路を確保すべく楊柳を植え

て緑化対策をし、景観対策として雷峰

塔や保俶塔などの塔を建てます。詩題、

画題になるには風景が絵になっていな

いといけません。

　あの山の奥に塔が一つ欲しいと思う

と、塔をつくるのです。私はその塔ま

でタクシーで行きましたが、昇れませ

ん。下から眺めるだけの塔です。それ

ほど効果的に風景をつくろうと考えた

のです。

　B/C から考えると、眺めるだけの

塔を建てるなどありえません。しかし、

B/C ばかり言っているからだめだと

思います。文化はそういうことをしっ

かり重ねてやっていくことです。

　岡山の藩主池田公は後楽園をつくっ

たとき、正面の操山の中腹に多宝塔を

つくらせました。寺もないのに、借景

のためだけに多宝塔を建てました。借

景が理由です。元々日本人もそういう

感性を持っていたのです。西湖堤の縮

景が大名庭園のモデルとなり、近代に

入ってからさえも大濠公園［福岡市］

は西湖をモデルにしました。

自然から学び、
理想風景を表現する縮景の手法

　日本庭園の特質は、空間、景観、自

然、時間という普遍的事項すべてに特

色があることです。先づ空間を囲むこ

とによって安全にし、そこに自分だけ

のマイスペース、ミクロコスモスをつ

くり安定します。

　そして、眺めそのものを庭園の主人

公にする借景を工夫します。外部の自

然との付き合い方の工夫です。普遍的

な時空間をさらに深め、進化させたの

が、日本庭園独特の縮景、借景、樹藝、

さびです。

　今、ジャパニーズガーデンは世界中

に普及して、600 近い日本式庭園が世

界中にあります。ジャパニーズガーデ

ンは日本で見ればいいのであって、ワ

シントンやシアトルで見ることはない

のですが、そういうことになっていま

す。

　日本庭園の技について。例えば縮景

では、そこにモデルの大自然を縮める

のですが、それだけではありません。

縮景によってあこがれの世界を表現す

るのです。江戸時代になると、日本の

名所や中国の名勝を縮景します。この

ように神仏世界から日本三景、西湖十

景などそれぞれの時代の理想を表すの

です。

　世界遺産で話題になった富士山の話

をします。熊本の藩主細川公のつくっ

た水前寺成趣園［通称 : 水前寺公園］

は、阿蘇の伏流水できれいなわき水の

ある場所です（写真 3）。

　この庭園に富士山の縮景があり、山

頂はとがっています。そのため、子供

が登れないように後ろに杭を立て鉄条

網をめぐらせています。山頂を安息角

を超えた鋭角で強調する一方で、本物
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の富士山よりなだらかで長いすそ野を

つくって省略や強調をしています。

　桂離宮には天橋立の縮景がありま

す。本当にそっくりです。写真 4のよ

うに合わせて見て初めて私も気がつき

ました。

写真 4　桂離宮松琴亭前の天の橋立縮景部分

　私はこういうのを自然学習性と言っ

ています。人間は何でも自分たち人間

が考えるんだと、おごっていますが、

ほとんどのことは自然から学んでいる

のです。もう一つ、日本人はなかなか

優しいと思います。八条宮の妻は丹後

宮津の藩主の娘で、彼女のふるさとの

風景が天橋立でした。

　福岡県柳川にある立花氏庭園の松濤

園は、奥州松島の縮景です。クリーク

地帯の水を引いて松島の風景をつくっ

ています。

　このように日本三景や近江八景は各

地で縮景されていますが、その基本は

自然から学ぶということです。

相手を生かすために
自らを抑える借景技法

　借景では、借景対象にほとんど手を

加えません。例えば龍安寺の石庭は前

景で、本当のメーンは石清水八幡宮と

いう桓武天皇以来の重要な神社の男山

を借景して拝む場所です。そのため手

前に白い砂を敷いて、遠くの山がコン

トラストで目立つようにしています。

今はマンションが林立しているので樹

木でかくしてしまいました。借景は、

相手を生かすために自分を抑えること

で成り立っています。

　借景手法は、相手を生かし、相手を

傷つけないでとり込む方法です。中国

では、石壁に寿など巨大な朱文字を

彫ったりします。日本では、石や木に

せいぜい注連縄をめぐらすだけです。

自然共生型で、環境を破壊しないでと

り込む工夫と言えます。そういうふう

にフィジカルにもスピリチュアルにも

あわせ配慮している技が日本的特色で

す。

樹藝と土木技術による
修学院離宮と白河南湖開発

　修学院離宮の上の茶屋は土木事業と

言えるでしょう。後水尾上皇［1596‒

1680］がつくった庭園です。上皇は「源

氏物語」に出てくる平安貴族の船遊び

をしたい、そういう時代に戻したいと

願っていて、池をつくれと命じたわけ

です。しかし、池をつくるような場所

ではなく、水源は細い滝が 2つあるだ

けですが、その水をためて池をつくり

ます。この上の茶屋の浴龍池は、恐ら

く徳川幕府の土木集団が頑張って石垣

を積んでつくったのでしょう。

　もともとの岩盤が龍の背中になるよ

うな形でした。その側面を 4段の石垣

を積みその前に生け垣を植え、ところ

どころ木を植えた。つまりダム緑化で

す。この大刈込の樹藝は、今や修学院

離宮を代表する大事な風景になってい

るわけです。この土木は単なる機能、

強度を保つだけではなく、まさに美に

昇華させ、これこそ土木が誇るべき近

世の技術だと私は思います。

　もう一つがＮＨＫ大河ドラマ「八重

の桜」の舞台、会津に近い福島県の白

河についてです。徳川吉宗［1684‒

1751］の孫、松平定信［1759‒1829］

は養子に行き白河藩の藩主になりま

す。彼は領地で白河南湖開発をしまし

た。

　川をせき止めてダムをつくって、ダ

ムといっても溜め池程度ですが、堤上

は松を植えて並木にして土手を築きま

す。先代の藩主の工事後崩れた箇所の

修復もしています。そのときさらに松

や紅葉、桜を植えて修景しました。

　ダムの目的は当然、農業用水です。

新田開発を進め、そのお米を奨学金に

して領民教育にあてました。

　また、共楽亭という小さなあずまや

もつくりました。偕楽、衆楽、後楽は

儒教の精神で、政治家は民に先んじて

憂い、後れて楽しむと言いますが、松

平定信の共楽は共に楽しむです。彼は

上段の間、下段の間を設けず、平らな

部屋で領民と一緒に話しあったり、楽

しんだりしたとされます。もっとも彼

はほとんど江戸にいたはずで、それほ

ど頻繁ではないかと思います。

　水戸の偕楽園は、徳川斉昭［1800‒

1860］が自分で楽しむためにつくった

大名庭園で、その後何日か開放して市

民に利用させたオープンガーデンで

す。しかし、南湖公園は違います。

　南湖公園は、まさしく最初から「公

写真 3　富士山を縮景した水前寺成趣園
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園」です。セントラルパークは 1850

年代につくられましたが、南湖はそれ

より 50 年前ですから、世界一古い計

画公園と自慢してもいいくらいです。

　オープンランドな場所に、中国の西

湖と同様に水をためて貯水池にし、新

田開発をして、それを資金に学校教育

を進める。岡山後楽園の津田永忠は閑

谷学校の経営で井田法に取り組んで地

域の資金が持続するように工夫しても

います。

歴史や自然から学んで
景観を造る伝統土木

　明治新政府は、江戸時代の大名たち

は何もしなかったかのように歴史を書

きかえましたが、300 年の長い歴史で、

その土地に対する投資や防災や殖産振

興など、実はそれなりに大変な知恵を

発揮していたのです。それを今一度

しっかり見直すべきだと思います。

　私は、まだ毛沢東が元気なころに中

国庭園が見たくて旅行したことがあり

ます。そのとき知って感動したのは、

中国の土木局の筆頭研究室が土木史と

か河川史など歴史系研究室であったこ

とです。水を治める者が国を治めると

いう国柄だから、中国はやはり歴史を

大事にしているのかなあと思いまし

た。その後の中国にも何度も訪ねてい

ますが、いまは近代一辺倒のようです

ね。

　いづれにせよ日本の工学部はあまり

歴史は重視していないのではないで

しょうか。建築界も同様でしょう。技

術現場ではほとんど役立っていないと

思われている。しかし、それは逆です。

歴史から現実にしっかりフィードバッ

クすることで、デザインや技術がもっ

と豊かで深くなるはずだと言いたい。

　自然から学んで景観をつくることを

あえて伝統土木と言いましたが、近代

以前は造園、土木といった分け方はな

かったでしょう。その意味では日本人

の心にある土や水、石などに対するア

ニミズム的な心の持ち方は非常に大き

な意味をもちます。土木界も「伝統土

木の心」をとらえなおしていただいた

らと思います。

点景と背景のマッチングで決まる、
図
ず

と地
ち

の関係で見よ

　伝統土木に重要なのは、用と景のバ

ランスですが、今度は景を考えてみま

しょう。景だけとは言いませんが、景

という言葉は大事にしたいと思ってい

ます。「景」の右に「ノ」を 3つ書く

と「影」になります。つまりこの字に

は、光と影の両方の意味があり、全体

像が「景」の本義です。常に全体でも

のを考えるべきだという考え方を示し

ているのです。

　風景で言えば地と図の関係です。背

景があって点景がある。グラウンド（背

景）とフィギュア（図）の関係で景観

は成り立っています。現代のデザイ

ナーは点景、目立つものしか考えない。

いい背景をつくるだけで、全体が輝く

ことはよくあります。それが本当にい

い風景づくりの仕事です。

　しかし、マスコミは点景や図第一主

義で、新聞は図がないと記事にしませ

ん。いい背景ができたというのは記事

になりません。注目されないと、予算

もつきません。しかし、最も大事なの

は国土全体の大地をどうすべきかで

す。そして、どのような事業をすすめ

るか、それによってどのような落ちつ

いた地域社会がつくれるかです。まち

づくりも、風景づくりも同じにチェッ

クできます。

　P: 機能的であるか、V: 美しいか、E:

自然と共生しているか、S: 地域らし

さがあるか、そしてM: 心を打つかど

うか、PVESMがチェックポイント

です。

現代土木の問題点は
「用」と「強」と「美」のアンバランス

　土木事業は国土的スケールに拡大

し、巨大になりましたので、周囲に綿

密な配慮をする余裕がないのではない

かと思っています。だから急ぎ実行す

るのではなく、もう少し考えながらす

すめるといいのではないでしょうか。

　実用性、機能性といった「用」が勝

ち過ぎて、土木によって都市や農村が

激変することを予見できていません。

高速道路ができると、みんな喜びます

が、それと同時にヒト・モノ・カネす

べてが中央へ吸いとられてしまうこと

はないでしょうか。ドイツのシュ

トゥットガルトでは、アウトバーンの

上部を何百mにも渡り公園緑地にし、

地域の分断を防いでいましたし、側面

には水を落として浄化し、ビオトープ

をつくっていました。生物環境や遊び

場に少しは配慮するといいのではと思

います。

　次の問題が「強」です。微地形の発

達した日本の風景を、港湾整備や道路

整備など巨大なスケールの公共事業が

蹂躙しています。そのため場所性や地

域性が喪失しているかもしれないと思

います。

　もう一つ、材料についてです。コン

クリート材料は非常に多く使われてい

ます。コンクリート工作物一般に単純

形で、かつ長大です。そういう人工物
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の物量が生活環境に、つまり人間的、

生物的な、非常にきめが細かい環境に

入ると、すごく違和感が出ます。その

ことは土木の方々も承知されていて、

何とか緩和しようと、いろいろデザイ

ン的な取り組みをされています。しか

し、デザイン的感性が不十分だと思い

ます。

　例えば農業土木において、いろいろ

配慮して景観対策と称して、農業用水

のポンプ場を天守や櫓
やぐら

の形にしている

のを私は何ヵ所かで見ました。近くに

城があったのかも知れませんが、ポン

プ小屋の細いピアの上の城閣風建物は

不安定だし、川の堰上に城が突然出て

きても、墨俣の一夜城ではあるまいし

やりすぎだと、思います。

　それから、護岸の巨大コンクリート

壁にやたらとペイントで絵を描いてい

るケースがあります。いい絵なら少し

は許せますが、とんでもない絵があっ

たり、感性不十分なまま化粧をするの

はどうでしょうか。褪色してキタなら

しくなることをご存知ないのでしょう

か。コンクリートは、素材色のままが

安全です。コンクリートを汚いと思う

からペンキを塗りたくなるのでしょ

う。

私の経験、
ＰＶＥＳＭとＡの視点でチェック

　さて、これからは土木の方々ともつ

きあいながら私自身がこれまで取り組

んできた事例を紹介しつつ、それを通

して私の基本的な考え方をお伝えした

いと思います。

　私は、用と景を現代的に解釈して、

環境デザインのチェックをＰＶＥＳＭ

とＡの 6つの側面で考えています（図

表 1）。

●Physical（機能性）、安全かどうか

　私は福井県の足羽川の激特［激甚災

害対策特別緊急事業］で［足羽川河川

環境整備検討会の］委員長を依頼され

ました。造園家の私に堤上の桜を伐ら

せる仕事を任せられたわけです。私は

結構まじめで、頼まれたことはしっか

りやろうとしました。すると地元は桜

を絶対に伐るな、福井市役所も商工会

議所も猛反対で大変でした。ここでは

洪水対策の基本命題をクリアしつつソ

メイヨシノ一色の老齢状態を多様性と

多層性で持続可能な桜の名所づくりに

大転換させ、福井の観光再生方策も提

案しました。

●Visual（美観性）、景観効果は

　越前海岸の東尋坊は 70 ｍの断崖で

すが、柱状節理という非常に特殊な風

景で、国の天然記念物・名勝に指定さ

れています。しかし、その崖上に土産

屋などのお店が数多く張り出し、70

ｍの高さを感じさせません。大自然の

凄さを人工物が消去してしまうので

す。自然と人工物の対立ゆえです。景

観破壊がヒドイので国定公園の指定を

外すということになり、県庁からの要

請で、崖上の店舗群をセットバックさ

せようということにしました。しかし、

国定公園になる前から土産物屋やレス

トランをやっている人たちは、今ごろ

県が来て何を言っているのか、という

ことで大変でした。こうして、いろい

ろな方にヒアリングして 2つの案を提

案しました。

　東尋坊の風景の見せ方を、70 ｍが

100 ｍに見えるくらい工夫して雄大に

しませんか。あなたの店舗があるので、

財産価値が落ちている。一つひとつ説

明し、大変な思いをして、とにかく最

前列の店舗だけはセットバックしそこ

に松を植えて利用者の広場をつくりま

した。一次計画しかできませんでした

が、店舗の前に木を植えスクリーン化

と景観対策を実現しました。

● Ecological( 生態性）、生き物は生

きられるか

　熊本県玉名市の小岱山県立自然公園

内で、地元の業者が乱開発した土地を、

蓮華院奥ノ院というお寺の境内として

造園修景し緑地の再生を実施しまし

た。

●Social（社会性）：地域性／時代性、

地域らしさを感じられるか

　富士山の麓三島市の、三島熔岩の台

地できれいなわき水が湧出していた土

地ですが、それがどぶ川になってしま

いました。そのため、水の復活ときれ

いな水のプロムナードをつくること。

そのとき地場材の採用を考えました。

　私は工業製品だと画一的になるので

地場材を使おうと言ってきました。こ

こでは三島熔岩という黒 石を使う

ことにしました。護岸や池の形、噴水

口を工夫して菰池公園や源兵衛川の親

水空間を整備しました。

●Mental Spiritual（精神性）、心か

らやすらぐことができるか

　ふつう土木事業では、スピリチュア

ルな要因、精神性、までは考えません。

図表 1　私の造園土木的経験
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しかし、こころの問題やふるさと文化

のことは住民にとって大切なことで

す。ひとつは、合併前に仲があまりよ

くなかった地域同士をつなぐ友好のた

めに、日野市では浅川に橋を架けまし

た。旧日野村と旧高幡村は仲よくなり

ました。他にもいろいろな仕事をしま

したが、最近の事例は世田谷区の二子

玉川公園に「帰真園」という庭園を監

修しました。開発文明に対して、日本

文化精神とユニバーサルデザインでバ

ランスをとろうと考えたのです。

● P+V+E+S+M=Amenity（ ア メ

ニティ）（Total Landscape）

　以上のチェックリストを全て充すこ

とが、環境の理想状態で、これを私は

「アメニティ」と考えています。

Amenity の 語 源 を 辿 る と amare

（=love）に到ります。結論的には、「○

○らしさ」の実現が「アメニティ」だ

と私は考えています。その一例が、長

らくつきあってきた川崎市の、多摩川

プランです。多摩川エコミュージアム

構想と運動以来 20 年くらい取り組ん

できて着実にすすみました。

　以上少しくわしくご紹介します。

多様性と多層性が、
持続可能な植栽の基本

　福井市の足羽川の桜は見事です。昭

和 27 年（1952）に青年グループが土

手の両サイドに植えた桜で、土手その

ものがソメイヨシノの並木でした。し

かし桜が老いているうえに、その堤防

が崩れ、洪水で激特事業が適用される

ほど荒れた状態になっていました。

　ところが、地元福井市は県と国の仕

事である激特事業に消極的、もしくは

反対します。桜百選で観光客が来てい

る名所で、福井市にはこれ以外名所が

ないとせっぱ詰まった感じでした。し

かし、私が見た限り、このソメイヨシ

ノはもう 10 年ほどしか持ちません。

だから、10 年先どうするのか、とい

う問題があります。

　もう一つ、ソメイヨシノだけで覆わ

れている桜の名所は生態学的には問題

があることです。ソメイヨシノはク

ローンです。一斉に老化してゆくソメ

イヨシノだけの植栽は多様性植栽に変

えなければなりません。そこでモデル

にしたのが、本多静六［1866‒1952］

の手による明治神宮の森です。

　私は、既存の桜は間もなく寿命が来

るだろうが、元気なものは残すことに

しました。ただし、堤体を広げて、そ

こにたくさんの種類の桜を入れ、樹齢

もいろいろ組み合わせることにしまし

た（図表 2）。

図表 2　福井県足羽川堤、多様性植栽の計画

　伐る了解を得るために提案した部分

もありましたが、新しい時代の永遠に

持続可能な桜の名所づくりをテーマに

したわけです。それで、既存の元気な

桜は移植し、新しく広げた堤部分に新

しい 20 種類以上の桜を植えました。

　もう一つ一本々々桜の高さを変えま

した。多くの桜の名所は、同齢の苗木

を一気に植えることです。同齢林で、

同一種類を植えるのはいけません。生

態学的にはいろいろな種類と、いろい

ろな高さが混ざって持続的に安定する

多様性と多層性が、基本です。

環境アセスメントで
必要なのはトータルな視点

　熊本県玉名市にある小岱山県立自然

公園で、地元の建築会社が破壊的な造

成をしました。その後、蓮華院から京

都の友人がそこの奥之院の造園を引き

受け、私がプランを作成しました。

写真 5　緑化以前（熊本県、蓮華院奧之院）

写真 6　作庭・自然再生後の蓮華院奧之院

　写真 5と写真 6 が事前・事後です。

イ ギ リ ス の レ プ ト ン［Humphry 

Repton　1752‒1818］がつくったレッ

ドブックのように、使用前・使用後を

並べて見せると造園の意義がよく分か

ります。

　土木の場合のアセスメント［環境影

響評価］でも、よくなったアフターを

見せられるよう考えることです。

　環境アセスメントの仕掛けは、植物、

昆虫、魚類、さまざまな専門家による

個々の要素データを集めて審査するこ

と。そのため、トータルな環境への評

価が疎かになります。私はアセスメン
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トの審議会の委員を何十年か務め、つ

くづくそう思いました。ある審議会委

員は、自分の専門のサンショウウオの

話しかせず、それ以外は黙っている。

これでは、サンショウウオアセスメン

トで、環境アセスメントとは言えませ

ん。こういう専門家を幾ら集めても、

審査の結果より良い計画にしてゆくア

セスメントにはなりません。

修景事業で必要なのは
機能美への配慮

　広島県にある下蒲刈島（2003 年に

呉市に編入）で町長だった竹内弘之

［1935‒2009］さんは、パワフルなひと

で、港湾でも田園の改善でも中小企業

振興でも、いろいろなモデル事業を県

から取得してくる。この竹内町長と進

めたのが、「ガーデンアイランド下蒲

刈」です。あらゆる公共事業を組み合

わせて最終的に下蒲刈島を「庭園の島」

に仕上げるコンセプトです。

　江戸時代、広島藩は朝鮮通信使を接

待するに際して、城下で事件が起きる

のを恐れたのか、下蒲刈島という離れ

島で毎日ごちそう攻めに接待しまし

た。江戸城に到着した朝鮮通信使は、

もてなしがよかった土地はと聞かれ、

“ 安芸の蒲刈、ごちそう一番 ” と褒め

ました。彼らは文芸が達者で、滞在中

に下蒲刈八景を選んでいました。そこ

で私は公共事業を活用する「新下蒲刈

八景」を提案。一景ずつ整備し、それ

らを「美しい島・ガーデンアイランド」

のコンセプトでまとめていくことにし

ました。

　新八景の一つ、朝鮮通信使資料館で

す。私が初めて島に行ったときは、階

段状の護岸の雁木が港に残っていただ

けで、それ以外歴史は何もありません

でした。竹内町長が中心になって頑張

り、朝鮮通信使の資料をいろいろ集め

たのです。

写真 7　ガーデン・アイランド下蒲刈島―
　　　　荒磯を造景（広島県）

　それから、写真 7のように、私の先

輩造園家の伊藤邦衛さんに依頼して、

防潮堤を自然石で積み修景しました。

防潮堤の前の石組みで庭園のような風

景になりました。こういう修景事業、

少しの配慮で、島は美しくなります。

　土木界ではこれまで、機能的で丈夫

という、用と強を念頭に仕事をされて

きました。土木には用、強、美があり

ますが、美はあまり重視されない。朝

鮮通信使資料館前の防潮堤の修景は機

能美と言えるかと思います。土木、イ

ンフラはすべての国民の目に映ってい

ます。国民感覚には安全・安心。さら

に、美のセンスも要求されているので

す。

帰真園の作庭で
日本文化の精神世界を表現

　世田谷区の二子玉川にある帰真園

［2013 年 4 月竣工］は、私が監修しま

した。真実や自然に帰る、リターン・

トゥー・ネイチャーという意味を込め

てネーミングしています。

　熊本哲之前区長の提案で、世田谷に

も名園と伝えられるような日本庭園を

つくりたいとのことで、監修を引き受

けました。この場所は昔の二子玉川園

という遊園地の跡地で、東急の所有地

に都市再開発で高層ビルを建てまし

た。その奧に区立の公園を整備し、そ

の中心施設として帰真園をつくること

になりました。

　区の教育委員会では、清水建設の昔

の副社長の旧宅の部材を保存していま

した。一方公園予算では、小さな亭榭

しか設計されていません。

　日本庭園と日本建築はワンセットで

すから、それではだめ、と言いました。

前区長から本格的な日本庭園をと私は

頼まれたのです。しかも、世田谷区は

「世田谷『日本語』教育特区」の認定

を受け、日本語を基本に学校教育ビ

ジョンを組み立ててきました。21 世

紀の世田谷の子供たちはグローバルに

仕事をする。彼らが外国に行ったとき、

日本文化を知らないでどうします。教

育特区として地方では英語教育を軸に

しますが、世田谷区では日本語を、さ

らには日本語でつくられた日本文化を

大切にと、独自の教科書もつくりまし

た。私は教育委員でしたし一章執筆も

しました。

　日本文化、例えば縁側の話とか、陰

翳礼賛の話とか、マンション住まいの

子どもたちは、理解できない。縁側は

インドアとアウトドアの中間で、何と

も言えない両面性を持った空間で、和

風建築の独自な空間です。また、庇の

内は陰翳礼賛の翳、かげりの空間。体

験しないとわからないわけです。世界

化する中で日本の茶、華道、庭園、建

築といった、日本美を味わせたいわけ

です。

　しかし予算はないという。そこで、

社会貢献へのご理解の高い清水建設に

お願いに参りました。こうして旧清水

邸書院は園内のメインに再建されまし
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た。区の文化財にも即指定しました。

本当に清水建設株式会社のおかげで、

帰真園に生命が吹き込まれたのです。

感謝しています。それが写真8です。

写真 8　二子玉川の帰真園・旧清水邸書院

　桂離宮もそうですが、建物と庭園の

関係性が日本庭園には必要です。図と

地について先述しました。人工と自然

がお互いに関係しあって有機的な空間

はできるのです。

　何事も今は縦割りですから、都市は

建物だけでできてると思ったりします

が、緑地や自然との共存が基本です。

　清水建設は、区からの柱以外全部新

しくしかも丁寧に復元してくれまし

た。大変な金額です。他にも五島美術

館から石灯籠を移設するなど、区民か

らのもらい物もいろいろで本当に皆さ

んの力でできたのです。洲浜のゴロタ

は現地の発生 を活用しましたし、富

士山や多摩川への眺めも上手に活しま

した。ところで、庭園の意味を考えて

みたいと思います。

　庭園から再開発の高層ビルが見えま

す。ビルは文明の、機械文明の象徴で

す。高さも値段も高い億ションで入居

者は便利で快適でしょう。しかし私に

は何かむなしい。そこに文化としての

帰真園がある。画竜点睛です。

　出雲大社の遷宮に行ったとき、宮司

家の北島さんにご案内いただきまし

た。北島家の床に徳川家達［徳川宗家

16 代当主　1863-1940］筆の「幽顕」

という掛け軸がありました。

　幽は精神世界の意味とのことです。

顕は現実の政治経済軍事の世界です。

国譲りの神話で、大国主命に対して天

照大神は、これから顕の世界は大和が、

そのかわり幽の世界を出雲が治めてく

ださいと伝えました。役割分担ですね。

事実は国盗りかもしれませんが、国譲

りというソフトに変えているし、モノ

とココロをシェアしようというので

す。

　知恵があるなあと思いましたし、千

家さんと北島さんという２つの宮司家

を設けて持続性と安定性をつくってい

るのもすごいと思いました。また伊勢

神宮は 20 年で遷宮ですから、その度

に全部新しくしています。出雲は 60

年で遷宮ですが、神様を引っ越してか

ら社殿を全部修復した後、再び戻って

もらいます。腐り壊れた木を切っては

め直したり、カヤをふき直したりしま

す。

　両者の経済力の違いでしょうが、と

もあれ 20 年ごとも、60 年ごとも両方

肯定して持続させる多様性の価値観と

日本文化は本当に日本のすばらしさだ

と思います。一つのやり方がすべて支

配している一元論の国は大変だと思い

ます。イスラム原理主義の国家などを

見ていると、思いませんか。どちらか

勝つまで戦わなければいけないのです

から。日本は出雲も大和も並び立ち、

相互にシェアし共生するいい国です。

　「幽顕」で考えると、再開発ビルは

文明の顕です。文化の幽、スピリチュ

アル世界は帰真園です。ぜひ東京世田

谷区の二子玉川公園内から幽と顕を一

望してみて下さい。

自然・歴史・文化・教育の
総合化でAmenity を具現化

　私の仕事で最後に紹介するのは川崎

市の多摩川プランです。「川崎」の名

は多摩川の崎という説もあります。大

田区や世田谷区にも多摩川は流れてい

ますが、私は、多摩川を川崎市民の川

として愛しましょうと提案しました。

　計画に文化性を出したいと、川崎で

育った岡本かの子［1889‒1939］の短歌、

「多摩川の　清く冷たく　やわらかき

　水の心を誰に語らん」を行政計画書

の表紙に入れました。阿部川崎市長は

多摩川プラン［2006 年度策定］をトー

タルプランと位置づけ、多摩川推進室

まで設置して、多摩川と、自然、歴史、

文化、教育など市民活動のすべてが参

加できるまちづくりムーブメントにし

ました。堤内地側からのアプローチ街

路やサインを育実したり、学校の空き

スペースに多摩川ビジターコーナーを

設置したり河川敷のバーベキューを整

序したりしています。

　川については、治水や利水、環境用

水などいろいろな言い方をしますが、

私はもっとトータルなものだと思って

います。その意味で、環境教育、「水

辺の楽校」のみならず編笠事件［1914

年に川崎市の村民 500 余名が多摩川築

堤のため編笠を着用し、神奈川県庁に

大挙して陳情］の歴史研究の人たちも

参加しています。

　先述の PVESMと、Amenity。安

全で便利で、美しく、多様な生き物が

いて、地域らしさがあって、ふるさと

を感じる。そういうもののすべてが

Amenity です。Amenity の語源は

love・愛の意味の amare。究極の環

境は愛のある世界というのが私の持論

です。
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土木の自然共生をめざすための
「3P1D」（Philosophy、
Policy、Plan、Design）

　Philosophy、Policy、Plan、そし

てDesign の「3P1D」についてお話

します。土木の自然共生には、これら

が欠けていると思います。たとえば

Plan がないままいきなりDesign 即

ち事業化するプロジェクトも多い。復

旧といって、従前のものを再建するの

もそう。復興計画を先づ策定して有効

性を考えるべきでしょう。特に巨額な

事業ほど、Philosophy、Policy、

Plan の順に進行しなければなりませ

ん。しかもこれに一貫性をもたせなけ

ればなりません。

●Philosophy

　Philosophy（理念）はコンセプト、

しっかりした思想を指します。何のた

めにやるのか。自然共生社会を目指す

ための社会資本整備、あるいは美
うま

し国
くに

への成熟社会のインフラ整備といった

理念を持つことです。

●Policy

　Policy（政策）は Philosophy を

支えるための国土の保全と利活用への

方策メニュー群です。このとき、要求

される機能の多面性、事業の波及効果

のすべての産業への目配りが大事で

す。それは地方の農林業までも視野に

入れて、それぞれの地域特性を尊重し

たさまざまなサポート施策メニューで

あるべきす。

　Policy は多方面からの何十何百本

を総合的に動かして初めて効果を発揮

します。東北の復興事業で言えば、東

北地方はほとんど農林漁業地帯で、こ

れが阪神・淡路大震災と全く違う点で

す。農林漁業地帯をどう復興するか。

その基本は土地利活用型産業で、農業

や林業です。国土を保全する産業とは、

国土を基盤にして生業を保つ農林漁業

なんです。従って国土交通省や農林水

産省は一体で政策をすすめないと困る

と思います。

　農業が健全でなければ農地的環境は

持続しません。農業が農業生態系とい

う独特の生物多様性をつくっているわ

けです。ウィルダネス［wilderness 

原生自然］だけが自然ではなく、この

地方では二次自然・農業生態系重要な

役割を果しています。そういうものが

連続し一体となって日本の国土全体の

生物多様性をつくっています。国土保

全とは、国土利活用型産業の保全と育

成、健全化、活性化とを一元的にすす

めるべきなのです。

●Plan

　事業の枠組をあらかじめ決めるのが

計画ですが、そのためには計画思想が

必要です。いまPlan（計画）で大事

なのは、自然的土地利用計画だと思い

ます。ペンシルベニア大学のイアン・

マクハーグ教授［Ian L. McHarg, 

1920‒2001］の著作に『Design with 

Nature』［1969 年刊］があり、私は

若いころ、いくつかの国立公園計画づ

くりにこれを応用しました。

　この手法を簡単に言うと、土地の地

形、地質、植生、地下水の量、地理デー

タをメッシュ単位に重ね合わせ、丈夫

な土地のポテンシャルを把握する。強

い土地は開発し人工的土地利用を行

い、弱い土地では例えば車道を通す予

定を自転車道路にするなどの計画手法

です。

　鳥取県の大山での計画では、ダイセ

ンキャラボクのような弱い植生がある

地域では道路は通さないことに、自然

のポテンシャルに合わせて計画を更し

ました。これまでのゴルフ場やニュー

タウン計画では自然の開発適正を超え

て工事をし、後修復に、高額を投入す

ることがよくありました。

●Design

　詳細の材料、寸法意匠を決め施工し

て形が誕生するまでをDesign とし

ます。Design で大きいのはスケール

です。土木の基本的な特性は、ビッグ

スケールであることと、素材がアー

ティフィシャル［artifi cial　人工的］

であることです。しかし人間はヒュー

マンスケールを求めます。スケール感

のギャップをどう調和させればいいか

課題です。ハードな材料を緑を活用し

て人間にやさしくすることも課題で

す。

　コンクリート材料のみならず地場材

や自然材をもう少し生かすべきです。

土木工作物がより環境に融和し、同時

にステキと市民感覚で言わせるためで

す。

　また、地場材や自然材を使う技術に

は地方（ぢかた）技術と言ってその地

方独特のものがあります。三島熔岩を

積むことができるのはクロボク（黒 ）

技術屋で、独自のテクニックが必要で

す。それぞれの地方の人材、マンパワー

をどう使うか、あるいはその技術をど

う継承するかにも気配りしなければな

りません。

　B/C ばかり気にしていると、コス

トを下げることに汲々として地域に

も、人にも、デザインにも思いやりが

なくなります。これからの土木事業は、

まさに日本文化を育て継承し、美し国

日本の風景を創るんだというところま

で視野を広げていただきたいと思いま

す。

　大造成、中造成、小造成といった規

模によって工法の工夫もデザインテク
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ニックも変えるべきです。人為的な塗

装はひかえコンクリートの素材美で勝

負すべく工夫すべきです。

自然的・社会的・文化的な
環境の持続性はそれぞれの多様性で

　さてここからは、地球レベルのこれ

からを考えてみます。地球自然（自然

的環境）、地球社会（社会的環境）、地

球風景（文化的環境）の 3つの持続性

のためには、それぞれ 3つの多様性が

不可欠だと私は考えています。

　まず第一は誰でも承知していること

ですが、自然的環境を持続させるには

biodiversity（生物多様性）が基本だ

ということです。

　でも自然的環境が持続しても、人間

社会がダメになっては大変ですから、

社会的環境を持続させるための

lifestyle diversity（生活多様性）が

不可欠だと考えます。これは私の造語

ですが、暮らし方、生き方、ほか多言

語、多文化の肯定でして、多様な価値

観がいいということ、みんな認めよう

という思想です。

　3つ目は文化的環境です。文化的環

境 が 持 続 す る に は landscape 

diversity（景観多様性）が不可欠です。

工業文明と都市文明が世界中を人工的

かつ画一的景観にしてしまい、地方、

地域、場所のアイデンティティを喪失

させてしまいました。ですから文化の

再評価と里山里海湖など文化的景観を

保全するなどして景観に地域性を付与

すべきです。もちろん文明的な高速道

路等インフラ整備で国家の構造まで変

えよとは言いません。道路構造は世界

共通であるべきです。ただ沿道の環境

施設帯に郷土種の樹木を使うことはで

きます。そういう配慮で景観多様性を

育むことはできるでしょう。

生物多様性―
日本庭園は美しい本当のビオトープ

　もう少し 3つの多様性の考え方を掘

り下げましょう。まずは生物多様性に

ついて。

図表 3　土地利用と鳥の生息適地の関係

　土地利用が複雑だと生物生息の可能

性が高まる（Clark 原図）と土地利用

形式のちがいと鳥の生息適地の関係を

示したのが、図表 3です。左右共に同

じ面積ですが、左図では一つですが右

図は 6つの生息適地があります。

　工学技術者は環境はシンプルなほう

がいいと考えがちで、都市計画でも左

図のような土地利用を目指しました。

近代的土地利用というものはこういう

ものだと考えたのです。バナキュラー

［vernacula　その土地固有］の、自

然発生的集落などでは、すぐれて自然

共生的で生物多様性に富む自然的環境

が保存され人にとっても好ましい住み

場所でした。

　ところで私が調査委員会の座長をつ

とめています明治神宮の森は今年で

92 年目ですが、造成時いろいろな高

さと種類の木を十万本植えました。

［1921年の「明治神宮御境内 林苑計画」

から］多様性と多層性を意図した植栽

は時間と共に成長して安定した森に

なったのです。自然材料のありがたさ

で、ここが人工材料との根本的な違い

です。

　美しい日本庭園にも生物多様性は生

きています。龍安寺は石庭ばかりが有

名でバイオダイバーシティとは無縁の

ようですが、そんなことはありません。

敷地全体を見てほしいのです。龍安寺

は衣笠山を背景に前方に鏡容池を掘

り、背山臨水の地にしました。この豊

かな土地利用には多様な生物が生きて

おり、その実態を私の研究室で調べた

ところ、鳥類、両生類、甲殻類、昆虫

類など 59 科 90 種もの生物の生息が確

認されました。生物多様性に富んだ美

しいビオトープでもあるのが日本庭

園、それが本物の日本庭園というもの

です。

生活多様性―
原三溪に学ぶ多様な価値観と生き方

　次に生活多様性について。これは価

値観の話です。

　明治時代の文明開化は無原則に外国

から近代技術を取り入れた時代です。

しかし生糸商の原三溪［原富太郎　

1868‒1939］は横浜市内に三溪園をつ

くります。この庭園には三重塔など寺

院建築を数多く配しています。廃仏毀

釈で寺院を壊した時代、原三溪は文化

財を守ろうとしたのです。

　同時に彼自身日本画の趣味もあり、

ここに横山大観［1868‒1958］や下村

観山 [1873‒1930] を住まわせて日本画

を続けられるようにしています。彼は

三渓園の門柱に「遊覧御随意」の看板

を架けて、どうぞ誰でもご覧ください

としました。日本のオープンガーデン

の最初です。

　これには別の面もあります。実は原

三溪は本牧地帯で宅地開発をし、鉄道

も通しています。原三溪は新住民たち

にレジャー空間として三溪園を遊覧御

随意にし、提供したのです。本牧に引っ



ランドスケープの方法～土木家への提案～

　　　JICE REPORT vol.24/ 2013.12 ● 35

越そう、三溪園に自由に入れるしとな

ります。一方でしっかり実利も考えて

いるわけです。

　ここで言いたいことは、時代の潮流

に流されないで自分の生き方を大切に

している人物がいたということです。

末は博士か大臣かという価値観の中で

芸術趣味と実業家で堂々と生きる、生

き方の多様性です。もう一つ、オープ

ンガーデンのアイデアがイギリスのナ

ショナル・ガーデン・スキームよりも、

三溪園の方が早かったということで

す。

　また、イギリスのナショナル・トラ

ストの設立は 1895 年ですが、日光の

保晃会は 1879 年、京都の保勝会は

1881 年設立で、イギリスよりも 10 年

以上早かったですし奥州白河の南湖公

園はセントラルパークより 50 年も早

かった。私は日本の優位性を言いたい

のではない。日本の技術や文化につい

てあまりにも知識も教養もなく、ただ

侮っている西洋一辺倒は困ったことだ

ということです。

　いろいろな暮らし方、多様な生き方

を認める文化が本当の都市であり、日

本の都市文化にはそうした伝統も最先

端もあったのです。

景観多様性―
六本木ヒルズ、

遠景か近景かで建築家を選定

　3つ、景観多様性について。

私は、森ビル会長だった森稔［1934‒

2012］さんの相談にのっていました。

六本木ヒルズの屋上田んぼも私の提案

です。森さんの本『THE MAKING 

OF VERTICAL GARDEN CITIES』

を読んで、彼の考え方の根本がわかり

ました。

　それまで都市計画中央審議会などで

委員として何度もお会いしましたが、

とにかく容積率第 1の人だと思ってい

ました。私は造園家ですから、窓から

木が見える高さまでが人間の住むとこ

ろ、だといって高層住宅否定論から反

論しました。

　六本木ヒルズの計画が始まって、今

までとちがう面白い屋上緑化は何かな

いかと聞かれ、私が田んぼをつくろう

と提案すると、すぐ設計変更しました。

自分の提案を受け入れてくれると褒め

たくなる。マッカーサー道路［都道環

状 2号線］の植栽計画もアドバイスし

ました。

　本の中に、六本木ヒルズの建物をア

メリカ人に依頼するときのエピソード

があります。Aさんは当然低層階も設

計したいと言うが、森さんは、Aさん

は遠くから見るとかっこいい建築をつ

くるからタワーを頼むのだが、低階層

はBさんに設計を頼むと言うのです。

これはすごい見識だと思います。これ

が景観多様性の発想です。

　遠くから見るとかっこいいタワーを

つくる設計者と、低層階の界隈性を大

切にしインティメート［intimate 居

心地のよい］な空間をつくるのがうま

い設計者とを使い分ける。一括発注で

はなくて遠景と近景、それぞれにふさ

わしい設計者を選ぶことこそオーナー

の見識というものです。彼は毛利庭園

のような日本文化のテイストもつくり

ました。超モダンに歴史的味わいを付

加して魅力づくりを増強したのです。

　それから、私はドラマ「チャングム

の誓い」と、そのテーマの医食同源の

思想が大好きです。私の教え子が「チャ

ングムの誓い」の日本語訳をした縁で

ドラマを見はじめて感動し、韓国のス

タジオにも行きました。

　ソウルの郊外は高層マンションばか

りですが、敷地の緑化に梨畑を活用し

ています。なぜ梨畑かわかりますか。

「チャングムの誓い」を見ると、梨は

健康食材だと分かります。梨は生食で

はなく、料理に使うようです。医食同

源の思想で何かの病気にいいようで

す。ドラマも奥深いでしょう。

　日本で、緑化というとサツキの大刈

り込みとというビルの外構とは大ちが

い。結論は景観多様性が大事だという

ことです。神奈川県は昔から立派で相

模原や谷戸山、湘南海岸など、原、山、

海岸などと、自然環境の豊かな立地に

県立公園を配置しています。

　3つの多様性が持続可能性の基本で

すが、これからは 3つの共生、すなわ

ち自然共生・環境共生・地域共生も必

要です。生き物とはもちろん、資源エ

ネルギーとも、そして都市と農村、先

進国と発展国といった異なる地域同士

のお互いの助け合いも必要です。私は

『環境市民とまちづくり』（全 3巻）で、

それぞれ 3つの共生への環境市民たち

の具体的取組を紹介しました。

3 段階で土地を読み、
地域らしさをデザインする

　「多様性からのランドスケープ論」

を考え乍ら思ったのは、これまで経済

至上主義や画一主義の開発方式を早急

に止め、これからは自然や歴史、地域

文化、そして市民のアメニティーライ

フまで全部を絶えず視野に入れた事業

展開を考えるべきだということです。

　NACS-J［公益財団法人日本自然保

護協会］の雑誌「自 然 保 護」（No.534

　2013 年 7 月・8 月）に、「このまま

でいいのか !? 防潮堤計画」という特
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集が載りました。防潮堤の高さについ

ては、私も疑問に思います。実際、地

域の計画を考えるときには津波という

外力だけではなく、太平洋岸地帯の産

業や生活、都市と海との関係性などい

ろいろの側面を見ないといけないと思

います。原状への復旧だから、高さを

2倍にしておけば安全といったレベル

の話はまずい。

　ランドスケープの方法では 3つの段

階があります。空から全体を見るラン

ドスケープ・プランニング（景観計画）、

敷地レベルにおりて見るサイト・プラ

ンニング（敷地計画）、素材や寸法ま

で詰めていくランドスケープ・デザイ

ン（造園設計）の 3つのレベルです。

一般的にはサイト・プランニングから

始める場合が多いですが、ほんとうは

3段階をしっかり踏まえて多面的に土

地を読みトータルな街づくりをしてほ

しいものです。

自然の保護と開発は調和できる。
資源の活用にはLMN法

　自然の保全・保護・保存と開発との

調和について話します。私は開発は悪

い言葉だと思いません。人の能力を開

発するのが教育で、土地自然を開発す

るのが地域開発です。開発イコール破

壊というイメージになったのはその方

法が不適切だったからです。

　適正なスケールとスピードで進めれ

ば、自然を破壊しないで開発できます。

巨大な、あるいは短時間で一気に進め

て問題を起こしたのです。私はかつて

「自然の保護と開発の調和手法の研究」

と、『緑からの発想―郷土設計論』［1983

年・思考社］の出版で 1984 年第 5 回

国立公園協会田村賞を受賞しました。

　このとき大切なのは自然や地域には

どこにも資源性があるという認識で

す。この辺には何もないからと思って

道路を通すから、道路は直線にできる

んです。いかなる場所においても、光

を当て、意味づけして、名前をつけれ

ば、立派な地域の資源になります。

light up（光をあてる）、mean it（意

味づける）、name it（名前をつける）

によって、資源の発見と活用につなげ

る。これが、私の LMN法土地のポテ

ンシャル活用法です。

土木の設計施工も、
大自然の力によりそって

　土木家にとって自然条件は克服すべ

き阻害要因、クリアすべき条件であっ

て、活用できるメリットではないので

しょうね。自然は活かせるし、調和さ

せれば地域らしさが出たいい事業と評

価されるでしょう。設計施工で考えた

いのは、コンクリート材料の長大ス

ケール、無機的イメージを立地場所や

景観との関連でいかにやわらげるか、

です。また持続性のためメンテナンス

コストをいかにコントロールするか、

です。

　例えば防潮堤は水際最前線に建てる

ことが多いですが、最近はもっと陸地

側に建てたほうがいいという考え方が

出ています。それは、海岸には自然の

生態系、海岸生態系があるからです。

防潮効果のみならず、環境全体を持続

するコストを考えなければいけないの

です。

　次に河川は都市にとり重要な座標軸

です。自分の居場所、家、わが町がど

こかを説明するとき川が目印でしょ

う。とうきゅう環境浄化財団の機関誌

の編集を手伝った際、私は「都市河川

座標軸論」を書きました。多摩川を渡っ

て東京へ入ると、帰ってきたなという

気になります。橋とか川は本当に大事

です。ふるさとを実感させ、ヒートア

イランドを防ぎ生命を宿す。誰もが無

意識の内にそれに感謝しているので

す。国土をもっと構造的にとらえその

意味を市民に知らせることが大事で

す。

　河川、海、山林はじめ自然が豊かな

風景をつくっています。土木が強大な

力があるといっても、自然と同様の風

景をつくることはできません。自然力

に素直に頭をさげこの自然を生かした

土木事業を工夫して、美し国・日本を

創っていただきたいと思います。

土木家も植物・植栽の
多様な使い方を学ぶべき

　人工本位の土木だからこそ、その対

極の自然や植物を上手に組み合わせる

べきです。一般に人工環境が勝ってい

る場所で植栽を使うときは、前髪を垂

らして額の大きさを隠すようなもの

で、どうしても姑息な使い方になりま

す。

図表 4　樹林の景観吸収力

　図表 4は、マクハーグの『Design 

with Nature』の挿図です。建物のイ

ンパクトを和らげるためのこの効果を

ランドスケープ・アブソープション

［landscape absorption 景観吸収
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度］と言います。

　コンクリート本体では、素材の美し

さを見せればいいし、具合が悪いとこ

ろは隠せばいい。コンクリートを隠す

には、盛土のようなダイナミックな方

法と、緑化のような姑息な方法があり

ます。こうした造園手法をもう少し活

用して下さい。建築家はこういった効

果を上手に利用、建物をつくるとき緑

を少し前に置いたり、背景においたり、

前後両方に入れて立体化したりしてい

ます。

　街路樹を 8ｍ間隔で並べるだけで土

木の方は下手です。樹木はいろいろな

使い方ができます。天然の密林、また

疎林状、並木状など、いろいろありま

す。樹木には何百種類もあって個性的

素材であり、植え方次第で何百ものバ

リエーションがつくれます。こうした

多様な植栽効果を土木技術で生かさな

いのは、もったいない。

　私の住む南林間という町で、新しく

道路の拡幅整備がなされアメリカハナ

ミズキを植えました。隣接ビルはセッ

トバックし、軒並新しくなっている。

それだったら沿道の地区計画をセット

にすればよかったのにと思いました。

大和市行政でも道路は相変わらず道路

だけの整備にあけくれ地区計画へ発展

させません。

　しかも街路樹は日本に合わないアメ

リカハナミズキで、殆ど元気がないか

枯れています。アメリカハナミズキは

日本の風土にはなじみません。桜と交

換した記念交流でよく使われますが、

日本で立派なアメリカハナミズキを私

は見たことがない。自然にはその土地

に合ったものがあるんです。ヤマボウ

シの方がずっといいと私は思います。

　気になるのは、はたして樹木を自然

物だと認識しているのだろうか、とい

うこと。樹形も植え方も 8ｍ間隔で設

備とみなしている点です。元来生きて

いる植物に同じ高さ、同じ枝張り、同

じ形はありません。同寸同種を揃えて

植えるのはバロック風の建物がそろっ

ている乾燥地の都市計画ならともか

く。日本のでたらめ街並みの下で、生

命力旺盛のアジアモンスーン気候では

樹木は一本々々自由に伸びるので揃え

るのはとても手数がかかるのです。

土木工作物は大自然と拮抗し、
大自然を強調できる

　土木には大自然と拮抗する力がある

と思ったのは、先ごろもらった大野美

代子さんの作品集を見たときでした。

彼女の作品性、デザイン力はすごいと

思います。

写真 9　（大野美代子氏デザイン）

　写真 9は彼女の作品集からで、阿蘇

の橋ですが、本当に見事です。雄大な

自然に、橋だけで十分に対抗していま

す。むしろ大自然の凄さを引き出して

さえいます。これこそ土木力。土木は

もっと美と存在感に実力を発揮すべき

です。

　大東京の都市美ガイドラインを議論

したとき、ガントリークレーンの巨大

さを評価すべきだと私は考えました。

日常のやわな都市世界で、ガントリー

クレーンの巨大さとパワーが大きな自

信を市民に与えてくれる。農地風景な

どと共々、東京という消費都市の弱さ

を克服する風景です。

屋根と山を調和させる
パラレリズム

　青森県の十和田湖町にある蔦川で、

伊藤邦衛という私の先輩造園家が火山

砂防事業の河川工事に自然の転石を使

い、風致的な護岸を施工しました。（写

真 10）氏は北の丸公園や千鳥ヶ淵も

デザインしています。その土地の自然

がもつ景観力を生かした事業をもっと

積極的に推めていただきたいですね。

写真 10　蔦川砂防修景事業
　　　　（伊藤邦衛氏の設計監理）

　建築家の内藤廣さんは安曇野ちひろ

美術館をつくりました。それに先立っ

て現地を訪れた際、棚田で水がとうと

うと流れる風景を見て、ここを公園に

して美術館をつくるのはとんでもない

ことだ、と思ったそうです。この自然

環境の中で建築をつくるのは容易では

写真 11　（内藤廣氏デザイン）
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ないと思い、目立たない建物をつくろ

うと考えたそうです。

　私が注目したいのは、屋根のこう配

が、背景の山の稜線とパラレルになっ

ていることです（写真 11）。これを景

観論ではパラレリズム（平行主義）と

言います。これで建築は山の背景一体

化し、周囲に馴じみます。いやらしい

存在感がなくなり、相乗効果（シナ

ジー）を発揮します。

　向井潤吉［1901-1995］さんの農家

の絵も、ヨーロッパのスイスの風景も

そうです。屋根こう配と後ろの背景の

山の稜線を平行にするだけで調和しま

す。もっとも、この間内藤さんにそれ

を狙ったのかと伺ったら偶然ですと

言っていました。

植生への配慮を活かした
高架道路のデザイン

　赤坂溜池の交差点部分では高速道路

の橋体に曲面のスリットやピアのディ

テールに曲線を取り入れるなど工夫し

ています。

　前出の大野美代子さんの横浜市内、

陣ケ下高架橋デザインに注目したいと

思います。

写真 12　（大野美代子氏デザイン）

　写真 12 がそれです。、キノコのよう

な橋脚で支えています。上下 4車線の

広幅員にするには地盤のこう配がきつ

いので、上下分離にしています。上下

線の間には既存木を残して自然とも調

和させ、また自然の破壊も防いでいま

す。林床まで光が入る環境ですと、半

陽性と半陰性の植物はが育つことがで

きます。上下線の間をあけないで埋め

てしまうと、暗くて植物は生えずエ

ロージョン［erosion　浸食］を起す

でしょう。が上下線の間に緑が見える

と走行車に優しい道路になる。

　ただ、上下線の高さをそろえなけれ

ばいけないのかどうか。すり合わせが

困るのかもしれないが、下の方が低け

れば林床にもっと光も入るし、植生も

多様になる。また、走行中の視野も広

がって楽しい道路になるのではと思い

ます。

　型枠は苦労されたでしょうが、植生

への気配りがデザインに生かされ、き

れいな優しい線とか、自然の傾斜に

沿ったデザインが実践されているのは

すばらしい。既に私の提案が実現され

ている好例です。

日本の伝統と美意識を
もっと土木の世界で使ってほしい

　造園家伊藤邦衛さんが新宿角筈の旧

都電敷を四季の道と名づけた緑道にし

ました。かつては飲み屋街の間を走る

狭い電車道でした。左右、上下に視線

を変化させるために写真 13 のように

一部地盤を掘り下げ、橋をわざわざか

け植栽地と歩行者を立体分離していま

す。雨水や落ち葉は下の地面に落ちま

す。

　道路を表わすエジプト文字は横 2本

のラインに 2 本の木が描かれていま

す。樹木の植わっていない道は道でな

いのです。もうひとつ、道と路は違う

のです。現代には路がない。伝統力を

持った路のデザインを考えたいと思い

ます。

写真 14　路地（井上卓之デザイン）

　路に雨冠をつけると、路地は茶庭の

露地になり、日本庭園では道すがらを

演出します。写真 14 の右は、茶室の

露地ですが、それを家と家の狭い路地

に応用したのが、左です。こんな狭い

スペースにも凛とした美しさをつくる

ことができる。これが日本の美意識で

す。こうした美意識をぜひ土木の世界

でもっと使ってほしいと私は思ってい

ます。

写真 15　静岡県袋井市の中新田命山

　静岡県袋井市にある命山は、津波や

洪水時に避難するために江戸時代につ写真13　新宿四季の道（伊藤邦衛デザイン）
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くられた築山です（写真 15）。防災の

造形美、これも伝統の知恵です。

エイジングの美は
素材のよさを生かすことにある

　写真 16 は東京農大のすぐ裏の石垣

で、多摩川ごろた石の玉石積です。多

摩川流域に広汎に見られます。玉石は

時間をかけて味わいが出、エイジング

の美と、多摩川流域という場所性や地

域性を感じさせます。

写真 16　地域らしさを感じさせる
　　　　多摩川ゴロタによる石積

　こうした自然材、地場材を人工都市

に入れることで、都市文明を地域文化

で味つけできます。近年の都市はコン

クリート二次製品で覆い尽してしまっ

ています。私は全部を自然材や地場材

にとは言いませんが、それらを生かす

バランス感覚は欲しいと思っていま

す。

　河川や高架下のコンクリートにペン

キで絵を描いているのをみます。子供

たちの、素朴派の絵ののどかさがあり、

絵は悪くないです。しかし、基本的に

コンクリートへのペインティングは素

材を殺す気がします。エイジングの美

は、素材のよさを生かすことにありま

す。

　この講演会場イイノホールの向かい

側の日比谷公園は、明治 36 年（1903）

につくられた洋風公園です。その外構

を東京都が道路を石組みのようにしま

した。しかし、公園の洋風のスタイル

に、石組みの和のスタイルが入り、し

かもその石組みがなっていないので、

変な感じがするわけです。日比谷公園

には日本中の郷土木を入れたコーナー

があり、その影響もあってこうしたの

か、とも思います。また、今はユニバー

サルデザインなど、いろいろハンディ

キャップに対する配慮があってのこと

かもしれません。しかし、霞ヶ関の顔

にしてはいかがかと思います。

建築も土木も造園も垣根を
越えて環境デザインでつながろう

　建築は用と美、土木は用と強と美、

造園は用と景が、デザインの原則です。

そして、家並み、街並み、水辺（みず

のべ）、山並み、そして遙かな海へと、

個から全体へ広げていくのが環境デザ

インです。

　ランドスケープの、ランドは土地・

自然のこと、スケープは端から端まで

全てで全体・総合ということです。家

だけ、橋だけ考えることなく、家と庭

を、また川と橋それに道と並木をワン

セットで構想すべきです。建築も土木

も造園もつながってこそ一つの風景に

なります。つながり感を忘れてはなり

ません。

　このことに気がついて半世紀前トー

タルデザインを志向。建築では建築デ

ザインから urban design へ、土木

では civic design へと言い、造園は

landscape design と言ってきまし

た。それぞれウエイトは建物、土木技

術、植栽技術に置いているかもしれま

せん。

　しかし、これからは最終的に仕上っ

たひとまとまりのﾄータル・ランドス

ケープの質的向上を目指したいもので

す。建築も土木も造園も垣根を越えて

環境デザインとしてつなげることで、

「美
うま

し国
くに

」をつくりましょう。みんな

で「美（うま）し」と大和言葉でいう

ような日本の美を醸成しましょう。世

界的な都市間競争時代を迎える今勝ち

残るには文明的風景を止め文化的風景

を醸成しなければなりません。

　日比谷公園は文明開化から 110 年た

ちます。しかし「西洋式」ではありま

せん。「日本化した洋風公園」でした。

幕の内弁当のように何でもありの日本

的公園です。この和魂洋才のよさが

あって、大勢の人に親しまれているの

です。

　日比谷公園には、市民が 10 万円だ

すと自分のメッセージをプレートに付

けたベンチを寄付できる「思い出ベン

チ」が 200 基ほどあります。ぜひお帰

りの節日比谷公園に寄って、思い出ベ

ンチに座ってみてください。そして、

ベンチの背中に貼ってあるメッセージ

を読んでください。公園がこんなにも

愛されているということを実感できま

す。

　ぜひ安全な土木から安心な土木へ、

そして愛される土木へとすすめていた

だければ幸いです。


